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１　樹月前口工の際にアクリ レ系 ポリマ ーを併用するこ

とが，加工布 の汚れ保持|生を著しく増してい ることを見

出し（お茶大自然科 学報告,  9,24,1958）,これを改良す

る一方法として水溶性ビエルポ1) マーを 併用した ところ



例えぱビこルメチル無水マ レイン酸 の共 重合体（PVM-

MA ）に よっては，汚 れの 洗浄性が むしろ改善 されるこ

とを認めた（繊学誌，15
≫ 570,  1959

）。この点をさらに

検討し，他 の有効な配合剤を考慮し ようとした。

２　樹脂原料 としては通常 のジメチロ ールエチ レソ尿

素 （DMEU ）を主 とし,Mi 象も綿布に限 り，常法によ っ

て樹 脂加工を施したが， ソーピ ソダは 原則 として 省い

た。汚染 性・洗浄性の判断は日本油化学協会 の洗浄力試

験法暫定案（油脂化学便覧, p. 654,丸善,1958 ）に準じ

た。併用した高分子it  CMC レ アル ギｙ酸 ソーダ（SA ）,

PVM-MA, 酢酸ビ ュルマレイン酸 ソーダ共重 合体（ＰＶ

Ao-MA ）などであ る。

８　これらの高分子 の併用によって も樹脂力口工布 の洗

浄性は高まるが，いずれも防シワ性はやや低下す る。そ

の主因 は加工液中でDMEU とこれらの高分子とが反応

し， 防シワ加工に有効なDMEU の量を減 少するため七

あ ることを認め，これを防止す る一手段として, DMEU

と触媒 だけで加工し次にこれら の高分子液 により処理す

る ことで，さらに少 朧の高分子で洗浄効果を上げ得 た。
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